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【公表番号】特表2012-525719(P2012-525719A)
【公表日】平成24年10月22日(2012.10.22)
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【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｋ   1/03     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   5/04     (2006.01)
   Ｄ０４Ｈ   3/16     (2006.01)
   Ｄ０４Ｈ   1/728    (2012.01)
   Ｂ３２Ｂ   5/24     (2006.01)
   Ｈ０１Ｇ   4/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｋ   1/03    ６１０Ｔ
   Ｃ０８Ｊ   5/04    ＣＥＲ　
   Ｃ０８Ｊ   5/04    ＣＥＺ　
   Ｄ０４Ｈ   3/16    　　　　
   Ｄ０４Ｈ   1/728   　　　　
   Ｂ３２Ｂ   5/24    　　　　
   Ｈ０１Ｇ   4/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年4月24日(2013.4.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　樹脂と不織布材料とを含む誘電体層を有する受動電気物品を含む、物品。
【請求項２】
　２枚の導電性基材を用意する工程と、
　各導電性基材の表面に樹脂をコーティングする工程と、
　前記導電性基材の前記樹脂コーティングされた表面の間に不織布材料を用意する工程と
、
　前記樹脂コーティングされた導電性基材と前記不織布材料とを共に積層する工程と、を
含む、電気物品の製造方法。
【請求項３】
　第１の導電性基材の表面に樹脂層をコーティングする工程と、
　第２の導電性基材の表面に不織布材料を形成する工程と、
　前記樹脂層と不織布材料が互いに対向した状態で、前記導電性基材を共に積層する工程
と、を含む、電気物品の製造方法。
【請求項４】
　第１及び第２の導電性基材の一方又は両方の第１の表面に不織布材料を形成する工程と
、
　両方の導電性基材の前記第１の表面に樹脂層をコーティングする工程と、
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　樹脂コーティングされた第１の表面が互いに対向した状態で、前記導電性基材を共に積
層する工程と、を含む、電気物品の製造方法。
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